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議案とその結果

９月定例会（９月５日〜２０日）

企業会計決算・条例の制定
補正予算を審議

　

九
月
定
例
会
は
、
九
月
五
日
よ
り
二
十
日
ま
で
の
十
六
日
間
を
会
期
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
企
業
会
計
決
算
の
認
定
や
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
定
、

平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
の
補
正
予
算
、
東
和
総
合
小
学
校
の
敷
地
造
成

工
事
請
負
契
約
締
結
な
ど
市
長
提
出
議
案
二
十
二
件
、
請
願
一
件
、
意
見

書
提
出
な
ど
の
議
員
提
出
議
案
三
件
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
議
員
提
出
議
案
「
郵
便
集
配
業
務

の
再
編
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
の
一
件
を
の
ぞ
き
、
全

議
案
、
原
案
の
通
り
認
定
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
最
終
日
に
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
が
提
出
さ
れ
、
委

員
に
二
本
松
市
戸
沢
字
太
郎
内
の
鴫
原
由
美
子
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
全

会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

＝
決　

算
＝

○
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

平
成
十
七
年
度
、
合
併
後
の

四
ヶ
月
間
の
企
業
会
計
決
算
で
す
。

◎
工
業
団
地
造
成
事
業

　

八
万
舘
工
業
団
地
及
び
永
田
六

丁
目
工
業
用
地
に
お
け
る
分
譲
活

動
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
が
、

売
買
契
約
の
締
結
に
は
い
た
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
十
三
年
に
進
出

し
た
企
業
と
契
約
時
の
取
り
決
め

に
よ
る
隣
接
す
る
土
地
売
買
の
確

約
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

◎
宅
地
造
成
事
業

　

居
住
環
境
に
適
し
た
良
好
な
宅

地
の
供
給
を
目
指
し
、
造
成
地
の

検
討
を
行
い
ま
し
た
が
、
予
算
の

執
行
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◎
水
道
事
業

　

合
併
に
よ
り
二
本
松
市
水
道
事

業
と
安
達
町
水
道
事
業
が
統
合
し

ま
し
た
。
給
水
件
数
は
二
百
三
十

四
件
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、

水
需
要
は
長
引
く
景
気
の
低
迷
等

で
減
少
と
な
り
年
間
有
収
水
量
は
、

全
体
で
３
・
７
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
事
業
の
収
支
に
つ
い
て
は
、

税
抜
き
で
六
千
五
百
七
十
七
万
三

千
円
の
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

◎
下
水
道
事
業

　

流
域
関
連
公
共
下
水
道
で
、
供

用
開
始
面
積
が
三
百
四
十
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
接
続
件
数
は
二
千
六
百

五
十
四
件
、
全
体
計
画
面
積
に
対

す
る
整
備
率
は　

・
１
％
、
水
洗

４８

化
率
は　

・
７
％
と
な
っ
て
い
ま

５３

す
。
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

岳
処
理
区
で
は
、
供
用
開
始
面
積

三
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
接
続
件
数

五
十
一
件
で
、
計
画
面
積
に
対
す

る
整
備
率
は　

・
１
％
、
水
洗
化

９７

率
は　

・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１５

事
業
収
支
に
つ
い
て
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
補
助
に
よ
り
当
年
度
純

損
失
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
市
監
査
委
員
か
ら
は
、

「
未
売
却
工
場
用
地
に
つ
い
て
も

売
却
に
更
な
る
努
力
を
お
願
い
し

た
い
」

「
宅
地
需
要
の
動
向
を
把
握
し
、

適
正
方
途
の
策
定
に
更
な
る
努
力

を
お
願
い
し
た
い
」

「
安
全
か
つ
安
定
し
た
水
の
供
給

に
努
め
、
収
益
性
の
向
上
に
努
力

さ
れ
る
よ
う
に
望
む
」

「
下
水
道
の
普
及
促
進
が
図
ら
れ

て
い
る
と
思
料
さ
れ
る
が
、
今
後

更
に
事
業
収
益
と
有
収
接
続
件
数

の
増
加
を
図
る
た
め
の
方
策
を
望

む
」
等
の
決
算
審
査
意
見
書
の
提

出
が
あ
り
ま
し
た
。

＝
条　

例
＝

○
名
誉
市
民
条
例

　

市
民
又
は
市
に
縁
の
深
い
者
で
、

広
く
社
会
文
化
の
興
隆
又
は
公
共

の
福
祉
の
増
進
に
貢
献
し
、
そ
の

功
績
が
卓
絶
し
、
市
民
等
し
く
郷

土
の
誇
り
と
し
て
尊
敬
す
る
も
の

に
対
し
、
二
本
松
市
名
誉
市
民
の

称
号
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
称
え

る
こ
と
を
目
的
に
制
定
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

名
誉
市
民
は
議
会
の
同
意
を
得

て
推
戴
し
、
推
薦
状
及
び
肖
像
を

贈
り
、
市
の
重
要
な
式
典
へ
の
招

待
、
肖
像
の
掲
額
、
そ
の
他
適
当

と
認
め
ら
れ
る
礼
遇
に
よ
り
待
遇

す
る
。

○
市
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

関
係
法
令
の
改
正
に
伴
い
、
農

村
地
域
工
業
導
入
促
進
法
に
よ
る

固
定
資
産
税
免
除
の
適
用
期
限
を
、

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

二
年
間
延
長
す
る
も
の
で
あ
る
。

○
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
給
付

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に

よ
り
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
あ
る
。
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○
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
の

額
を
三
十
万
円
か
ら
三
十
五
万
円

に
引
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

○
市
営
住
宅
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

郭
内
団
地
二
戸
、
下
山
田
団
地

二
戸
、
計
四
戸
の
老
朽
住
宅
を
用

途
廃
止
す
る
も
の
で
あ
る
。

＝
補
正
予
算
＝

○
一
般
会
計

　

平
成
十
八
年
度
二
本
松
市
の
一

般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
七
億
二
千
七
百
六
十
二
万
八
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
二
百
五

十
六
億
二
千
八
百
一
万
二
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
増
額

九
千
八
百
万
円

・
介
護
給
付
事
業
（
障
害
者
自
立

　

支
援
法
施
行
に
よ
る
）
の
増
額

一
千
八
百
二
十
七
万
八
千
円

・
地
域
生
活
支
援
事
業
（
障
害
者

　

自
立
支
援
法
施
行
に
よ
る
）
の

　

増
額

一
千
八
百
六
十
九
万
八
千
円

・
生
活
保
護
扶
助
費
（
過
年
度
国

　

庫
支
出
金
返
還
金
）
の
増
額

一
千
五
百
九
十
二
万
二
千
円

・
水
道
事
業
会
計
繰
出
金
（
岩
代
・

　

東
和
簡
易
水
道
）
の
増
額

八
千
七
百
九
十
万
五
千
円

・
森
林
環
境
交
付
金
事
業
（
重
点

　

枠
）
の
増
額

七
百
七
十
六
万
七
千
円

・
商
工
業
融
資
事
業
（
中
小
企
業

　

経
営
合
理
化
資
金
信
用
保
証
料

　

補
助
）
の
増
額

一
千
二
百
五
十
九
万
円

・
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
事

　

業
（
福
岡
・
鶴
巻
線
）
の
増
額

一
千
二
百
万
円

・
橋
梁
整
備
事
業
（
菅
田
橋
）
の

　

減
額

九
千
四
百
七
万
五
千
円

・
公
共
下
水
道
事
業
繰
出
金
（
岩

　

代
下
水
道
）
の
増
額

二
千
五
十
二
万
二
千
円

・
公
共
土
木
施
設
現
年
災
害
復
旧

　

事
業
（
凍
上
災
）

二
億
八
千
二
百
二
十
五
万
円

・
長
期
債
借
入
金
償
還
元
金
（
繰

　

上
償
還
分
）
の
増
額

二
億
四
百
九
十
二
万
八
千
円

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

高
額
医
療
費
共
同
事
業
の
制
度

改
正
と
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事

業
の
創
設
に
伴
う
措
置
と
、
直
営

診
療
施
設
勘
定
に
お
け
る
前
年
度

繰
越
金
確
定
に
よ
る
補
正
措
置
。

○
介
護
保
険
特
別
会
計

　

第
一
号
被
保
険
者
保
険
料
還
付

金
の
増
額
と
前
年
度
繰
越
金
確
定

に
よ
る
補
正
措
置
。

○
公
設
地
方
卸
売
市
場
特
別
会
計

　

水
産
物
部
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

の
購
入
費
。

○
工
業
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計

　

小
沢
工
業
団
地
の
土
地
売
払
収

入
等
で
、
企
業
進
出
の
た
め
の
進

入
路
等
の
整
備
と
、
安
達
地
方
土

地
開
発
公
社
へ
の
償
還
等
の
措
置
。

○
岩
代
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
で
過
疎
債
充
当
に
よ
る
一

般
会
計
繰
入
金
の
増
額
と
簡
易
水

道
事
業
債
の
減
額
措
置
。
歳
出
で

配
水
管
布
設
工
事
費
の
増
額
及
び

事
業
費
内
訳
の
変
更
。

○
東
和
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　

市
道
改
良
に
伴
う
配
水
管
布
設

替
工
事
費
、
施
設
修
繕
費
、
及
び

配
置
人
員
の
増
に
よ
る
職
員
給
与

費
等
の
増
額
措
置
。

○
岩
代
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
で
過
疎
債
充
当
に
よ
る
一

般
会
計
繰
入
金
の
増
額
と
下
水
道

事
業
債
の
減
額
措
置
、
歳
出
で
下

水
道
建
設
事
業
の
事
業
費
内
訳
の

変
更
。

○
下
水
道
事
業
会
計

　

過
年
度
分
の
受
益
者
負
担
金
返

納
措
置
。＝

そ
の
他
＝

○
東
和
統
合
小
学
校
建
設
事
業
敷

地
造
成
工
事
請
負
契
約
締
結
に
つ

い
て

　

八
月
三
十
日
に
執
行
さ
れ
た
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
に
よ
る

制
限
付
一
般
競
争
入
札
の
結
果
、

菅
野
・
斎
藤
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体
が
落
札
し
、
仮
契
約
を
締

結
し
、
そ
の
契
約
及
び
財
産
の
取

得
又
は
処
分
に
関
す
る
議
決
を

行
っ
た
。

○
福
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更

　

消
防
組
織
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
規
約
の
条
文
を
変
更
す
る
も

の
。

○
福
島
地
方
水
道
用
水
供
給
企
業

団
規
約
の
変
更

　

企
業
団
の
組
織
体
制
の
見
直
し

に
伴
い
、
副
企
業
長
を
二
人
か
ら

一
人
に
規
約
を
変
更
す
る
も
の
。

○
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

　

仙
台
市
に
お
い
て
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
加
工
処
理
業
を
営
む
株
式
会
社

メ
タ
ル
セ
ン
タ
ー
が
、
小
沢
工
業

団
地
に
進
出
し
た
い
と
の
意
向
か

ら
、
工
場
用
地
と
し
て
売
却
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

　

鴫
原
由
美
子
（
戸
沢
）

　

適
任
者
と
認
め
同
意
し
ま
し
た
。

＝
議
員
提
出
議
案
＝

○
行
き
詰
っ
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
代
わ
る
、

食
料
主
権
に
も
と
づ
く
貿
易
ル
ー

ル
と
農
業
・
食
糧
政
策
の
確
立
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

○
ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て

○
郵
便
集
配
業
務
の
再
編
に
対
す

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

本
議
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成
、

反
対
討
論
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、

賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し

た
。
（
討
論
内
容
は
四
頁
に
掲
載
）


